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　１０月３０日、多久市の学校教育、社会教育はじ
め文化芸術の各分野で長年の功績や貢献のある
みなさんを表彰する教育委員会表彰式を市役所
で行いました。表彰式では、１２人の個人および
団体代表者へ江

え

打
うち

正
まさ

敏
とし

教育委員長から表彰状が
授与されました。
　受賞者代表のあいさつでは、飯

いい

盛
もり

康
やす

登
と

さん（北
多久町）が「みなさんのご協力により受賞でき
ました。ふるさと多久の発展のため表彰に恥じ
ることのないよう精進します」と受賞を受けて
抱負を語りました。�
　受賞者は以下のとおりです。（敬称略）�
　教育行政部門�
・飯盛康登（北多久町）・故　相

あい

島
しま

幸
ゆき

雄
お

（東多久町）
・高
たか

取
とり

紀
のり

子
こ

・日
ひ

出
で

子
こ

（佐賀市）・志
し

田
だ

崇
たかし

（神奈川県）
　学校教育部門　・南

なん

里
り

恵
え

美
み

子
こ

（北多久町）�
　社会教育部門　�
・小

こ

池
いけ

榮
さかえ

（北多久町）・小
お

川
がわ

誠
せい

一
いち

（北多久町）�
　文化芸術部門�
・住

すみ

田
だ

ノブ子（多久町）・鷹
たか

木
き

ヱミ子（北多久町）
　文化芸術部門（団体）・岸川節全国大会実行委員会�
　社会体育部門�
・石

いし

丸
まる

德
とく

司
し

（北多久町）・小
こ

栁
やなぎ

公
ただし

（東多久町）�

　西渓公園で１１月１５日から２４日まで「孔子の里
紅葉まつり」（孔子の里桜・紅葉まつり実行委員
会主催）が開催され、期間中は ２万人を超す多
くの来場者でにぎわいました。�
　１５日に開会式が行われ、野

の

中
なか

保
やす

圀
くに

観光協会会
長が「今が見頃の紅葉と充実のイベントでおも
てなしをします」とあいさつ。その後芝生広場
では、杉の子保育園マーチング、多久東部太鼓、
孔子の里獅子舞の演舞が披露され、来場者を歓
迎しました。�
　寒鶯亭では、趙

ちょう

勇
ゆう

さんの揚琴、レインボーサ
ウンズによるチェロ、琵琶などの演奏があり、
来場者はガラス窓越しの紅葉と心地良いメロ
ディーに酔いしれていました。�
　久留米市から来た夫婦は「初めて来ましたが、
良く手入れされ綺麗です」と印象を語り、福岡
から団体で訪れた女性は「すばらしい紅葉です
ね」と感嘆の声をあげるなど県外からも多くの
観光客が訪れ、散策路に落ちたもみじを拾った
り、記念撮影をするなどして思い思いに深まり
ゆく秋を堪能していました。�
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１１／１５　Sat．　１１／１６　Sun．

芸術の秋が満載！多久市文化祭り
　多久市中央公民館で多久市市制施行
６０周年記念事業第１０回多久市文化祭り
（多久市文化連盟主催）が行われ、多
久市内で活動する１４の加盟団体が、こ
の日のために製作した作品など活動の

成果を発表しました。�
　１５日の特別公演構成劇『花嫁行列』では、多久市民劇場だけで
なく、加盟団体が協力し、昭和４０年頃の結婚式を再現。箪笥長持
ち唄や民謡、お謡いなども披露されました。多久市文化連盟副会
長で脚本を書かれた最

さい

所
しょ

和
いずみ

泉さんは「初めての試みで大変でした
が、みなさんの協力でいい劇になりました」と笑顔で話しました。

１１／２３　Sun．

論語カルタで熱戦！
　幼稚園・保育園児から中学3年生
まで、137人が参加し、多久市論語
カルタ大会（多久市教育委員会な
ど主催）を、西渓校西体育館で行
いました。�

主催者を代表し中
なか
川
がわ
正
まさ
博
ひろ
教育長が「 １千年前から大人も子ど

もも親しんできた論語には、大切なメッセージが込められて
います。しっかり頑張ってください」とあいさつ。熱戦の火
蓋が切られました。�
　太鼓の合図で上の句が読み上げられると、参加者は、上の
句が読み終わらないうちに「はい！」と威勢の良い声でカル
タを取っていました。�


